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女
性
の
日
記
か
ら
学
ぶ
会
で
は
、
六
月
七
日
（
土
）
、
八
千
代
市
八
千
代
台
東
南
公

共
セ
ン
タ
ー
五
階
ホ
ー
ル
に
て
「
十
八
周
年
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は

梅
雨
入
り
後
の
激
し
い
雨
の
日
と
な
り
ま
し
た
が
、
「
介
護
日
記
」
の
講
潭
昨
年
に

続
い
て
の
公
開
ト
ー
ク
「
聞
か
せ
て
あ
な
た
の
戦
中
戦
後
』
、
展
示
と
盛
り
だ
く
さ
ん

の
内
容
に
、
会
場
は
百
名
も
の
参
加
者
を
得
て
、
熱
く
、
賑
や
か
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

囹
島
代
表
挨
拶

告
、
〈
星
謹
髻
争
業
案
、
予
算
案
が
承
認
さ
れ

総
会
で
は
前
年
度
事
業
報
告
、
予
算
報
ま
し
た
。
つ
ど
い
で
は
、
島
代
表
が
昨
年
の

予
算
案
が
承
認
さ
れ

》
、
鳧
依
表
が
昨
年
の

、

蚤

幕

の
力
・
庶
民
の
歴
史
が
今
こ
こ
に

十
八
周
年
の
つ
ど
い
・
堂
々
開
催
！
Ｉ
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●

●
■

一

画
’
■

砿：鮒
鼬 詞一ソ

潔壁
－－蛍ノ蛤』

71

＝

Ｏ
Ｂ
テ
ー
ゴ
焔
川
“
少
一
ソ
戸
』

活
動
と
し
て

会場には全国から大勢の入場者が訪れた

①
玉
口
田
得

子
日
記
お
里

帰
り
展
」
②

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ

オ
深
夜
便
へ

の
出
撞
⑤
青

年
部
に
よ
る

「
聞
か
せ
て

あ
な
た
の

戦
中
戦
後
」

の
三
つ
を
挙

た
。
続
け
て
「
再
来
年
の
二
十
周
年
に
向
け

日
記
目
録
、
日
記
塾
総
集
編
の
作
成
を
目
指

し
、
会
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
た
い
」

と
熱
く
語
り
ま
し
た
。

○
講
遠
介
護
日
記
の
連
鑿
壹
て
」

げ
、

会
報
「
日
記
ろ
ま

ん
」
に
「
夫
の
介
護

日
記
新
た
な
出
発

の
と
き
」
を
連
載
し

好
評
を
博
し
た
鈴
木

美
佐
子
さ
ん
が
講
演

さ
れ
ま
し
た
。
誰
に

と
っ
て
も
身
近
な
介

護
体
験
を
赤
裸
々
に

語
ら
れ
、
会
場
か
ら

は
「
身
に
つ
ま
さ
れ

た
」
「
参
考
に
な
っ

た
」
と
共
感
の
声
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
反
響
の
大
き
さ
を
振
り
返
り
ま
し

粥
秋
葉
八
千
代
市
長
も
参
加

開
会
式
に
は
、
秋
葉
就
一
八
千
代
市
市
長
が
出
席
さ
れ
ま
し

た
。
秋
葉
市
長
は
「
叔
父
・
師
岡
一
郎
は
日
記
の
会
で
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
」
と
、
当
会

と
の
縁
に
ふ
れ
、
「
庶
民
の
生
活

の
歴
史
を
日
記
で
残
し
て
保
存
す

る
と
い
う
活
動
は
、
大
変
貴
重
で

す
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

つ
ど
い
終
了
後
市
長
は
入
会

し
、
今
後
の
会
の
活
動
に
更
に
期

待
す
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
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第
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弾

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
戦
中
戦
後
生
き
た

書
い
た
」
と
題
し
、
塚
本
晨
至
ｃ
ん
に
一
尾
十

部
が
聞
き
取
り
を
し
た
成
果
を
、
重
厚
な
配

布
資
料
と
と
も
に
披
露
し
ま
し
た
。

昨
年
に
引
き
続
い
て
の
戦
中
戦
後
に
焦
点

を
当
て
た
企
画
で
す
が
、
九
十
五
歳
の
塚
本

か
く
し
ゃ
く

さ
ん
の
窒
震
と
し
た
話
し
ぶ
り
と
青
年
部
の

熱
心
な
取
り
組
み
に
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍

手
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
世
代
間
の
譲
り
を

実
感
し
た
ひ
と
と
き
で
し
た
。
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。
掌
中
の
活
動
へ
の
思
い

女
性
の
日
記
か
ら
学
ぶ
会
言
年
部
」
が

昨
年
か
ら
取
り
組
む
公
開
ト
ー
ク
「
聞
か
せ

て
あ
な
た
の
戦
眼
戦
後
」
二
回
目
は
、
塚

本
昌
芳
さ
ん
（
九
十
五
歳
）
。
戦
後
～
昭
和

二
十
年
代
を
ど
う
生
き
た
か
、
昭
和
四
十
年

代
め
じ
ろ
台
で
の
町
づ
く
り
に
つ
い
て
尋
ね

ま
し
た
。
聞
き
手
は
小
薗
崇
明
、
比
江
島
大

和
舟
津
悠
紀
、
伴
野
文
亮
、
田
中
祐
介
さ
ん
。

一
戦
争
中
に
書
い
た
日
記
二
冊
（
展
示
中
）

に
つ
い
て

近
衛
連
隊
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
の
船
中

の
が
あ
り
、
両
親
が
空
襲
の
と
き
に
持
っ
て

逃
げ
て
く
れ
て
無
事
で
し
た
。
戦
争
中
も
日

記
は
書
い
て
い
ま
し
た
。

一
中
国
で
の
活
動
や
、
敗
戦
後
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
で
の
活
動
に
参
加
し
た
理
由

せ
ん
ぷ
か
ん

中
国
の
尾
栗
の
た
め
に
、
戦
中
は
言
潔
官

曾
領
地
の
人
に
本
国
政
府
の
方
針
を
知
ら
せ
人

一

ごこ．寿

塚本昌芳さん

心
を
安
定
さ
せ

る
仕
事
）
と
な

り
、
敗
戦
後
は
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
独
立
に
関
わ

り
ま
し
た
。
東

亜
の
新
秩
序
を

果
た
し
、
新
し

公
開
ト
ー
ク
青
年
部
、
塚
本
昌
芳
さ
ん
に
体
当
た
り

い
日
本
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

｜
戦
友
の
供
養
に
つ
い
て
（
一
九
五
二
年

の
日
記
）

軍
隊
で
頼
り
に
な
っ
た
戦
友
へ
の
思
い
は

深
く
、
自
分
が
生
き
て
い
る
限
り
、
そ
の
家

族
を
な
ぐ
さ
め
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

｜
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
ど
う
思
っ
て
い
る
か

後
に
エ
合
天
の
敬
意
か
ら
日
本
を
許
し
て

く
れ
た
対
応
は
見
直
し
た
。
（
国
鉄
勤
務
中
）

国
鉄
の
ス
ト
が
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
一
言
で
中

止
に
な
っ
た
の
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

回
鑿
の
印
象
漆
出
来
事

一
佐
藤
栄
作
と
五
島
慶
太
の
思
い
出
を

佐
藤
さ
ん
は
義
侠
心
に
厚
く
、
私
の
友
人

が
鉄
道
次
官
と
ト
ラ
ブ
ル
に
な
り
そ
う
な
と

一
偽

■

X岳

雲

’

‐

型

ー

一■ 、 ニニ ーーーー｡■■

公開トークの様子。中央が塚本さん

き
と
り
な
し
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
総
理

の
器
で
し
た
。
五
島
さ
ん
は
仕
事
の
と
き
「
塚

本
へ
今
月
は
交
際
費
い
く
ら
使
っ
た
！
金

も
使
え
な
い
奴
が
仕
事
が
で
き
る
か
」
と

太
っ
腹
な
人
。
私
の
叔
父
が
事
業
の
手
伝
い

を
し
て
い
ま
し
た
。

三
九
四
九
年
に
貸
本
屋
を
開
い
た

小
学
生
だ
っ
た
妹
達
が
活
字
に
飢
え
て
い

た
の
で
、
心
の
糧
を
与
え
よ
う
と
始
め
ま
し

た
。
雪
見
エ
文
庫
」
と
名
付
け
繁
盛
し
ま
し
た
。

二
九
六
○
年
代
め
じ
ろ
台
で
の
活
動

五
十
歳
で
退
職
し
第
二
の
人
生
を
、
当
時

京
王
電
鉄
が
開
発
し
た
め
じ
ろ
台
の
住
宅
で

と
応
募
し
た
。
ひ
と
且
別
か
ら
掘
立
小
屋
を

建
て
、
行
列
が
で
き
る
人
気
で
、
順
番
取
り

の
自
治
体
が
で
き
た
ほ
ど
で
す
。
町
〈
至
値
動

で
理
想
の
町
づ
く
り
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

◆

塚
本
さ
ん
は
「
裸
に
な
っ
て
お
話
し
す
る

覚
悟
で
し
た
。
青
年
部
の
皆
さ
ん
は
よ
く
研

究
し
熱
心
で
し
た
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

塚本昌芳さん

1919(大正8)年、長野県諏

訪郡割II村高部観･茅野市宮
川高部)生。昭和16年中国に

渡り宣撫宮、その後近億渉兵連
隊入営、 1943(昭和18)年

インドネシアのスマトラ島で
敗戦戦後は鉄道本省、洋食
店経営、不動産業などに従事’
1968（昭和43）年から八王

子市のめじろ台住み、まちづく
りに関わる。
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が
壊
れ
、
人
間
で
は
な
い
状
態
に
な
り
ま
し

た
。
当
初
は
う
が
い
も
鼻
か
み
も
で
き
な
い
、

ト
マ
ト
を
見
て
も
食
べ
物
で
あ
る
と
わ
か
ら

な
い
、
と
い
う
状
態
で
し
た
。
し
か
し
介
護

し
な
が
ら
共
に
生
き
る
な
か
で
、
時
間
を
か

け
て
、
夫
は
頭
の
中
が
整
理
さ
れ
始
め
、
人

間
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

主
人
は
凝
り
性
で
、
テ
レ
ビ
の
リ
モ
コ
ン

は
定
位
置
に
な
い
と
だ
め
、
ボ
タ
ン
は
首
か

私
の
主
人
は
手
足
の
麻
揮
は

な
い
も
の
の
、
脳
に
障
害
を
受

け
、
言
葉
が
伝
わ
ら
な
い
。
脳

囮
公
開
ト
ー
ク
を
終
え
て
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二
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り
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て
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昨
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加
し
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「
Ｆ
吟
』
『
制
コ
ー
ジ
嘉
鑑
ぞ
ゾ
、
↓
寄
毛
寿
幸
ニ
レ
ー
ハ
エ
ェ
Ⅷ

る
時
間
を
「
天
国
」
と
感
じ
、
友
達
と
の
時

介
護
で
は
楽
し
い
と
思
え
る
こ
と
が
大
切
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昭和16年上野公園にて塚本さん一
例
金
鈍
、
胃
ば

ら
き
ち
ん
と
し
な
い
と
だ
め
、
好
き
な
Ｄ
Ｖ

Ｄ
は
繰
り
返
し
見
て
飽
き
な
い
。
そ
ん
な
様

子
を
身
近
で
介
護
し
な
が
ら
、
私
は
だ
ん
だ

ん
「
こ
の
人
面
白
い
な
、
今
何
を
考
え
て
い

る
ん
だ
ろ
う
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
今
で
は
主
人
も
自
分
の
行
動
を
少

し
ず
つ
抑
制
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

十
年
経
ち
、
仕
事
で
出
か
け
て
夫
と
離
れ

た
西
村
榮
雄
さ
ん
と
松
本
壹
呈
圭
子
さ
ん
の
感

想
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
西
村
さ
ん
は
、
手

紙
の
検
閲
に
つ
い
て
振
り
返
り
、
「
二
十
歳

の
自
分
の
手
紙
を
勝
手
に
開
け
ら
れ
た
こ
と

に
と
て
も
腹
が
立
っ
た
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

松
本
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
の
錘
珪
云
は
次
世

代
の
人
が
自
分
の
責
任
に
お
い
て
決
め
な
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
私
た
ち

戦
争
経
験
者
は
防
空
壕
で
の
爆
撃
の
つ
ら

さ
、
敗
戦
直
後
の
惨
状
、
人
間
が
極
限
で
生

き
よ
う
と
す
る
力
を
伝
え
て
い
き
た
い
、
そ

し
て
戦
争
が
本
当
に
怖
く
て
悲
惨
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
伝
え
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ー

鈴木美佐子さん

千葉市の公民館に勤務b

平成16年、クモ膜下出

血で突然倒れたご主人

(当時53歳）を介護中。

介護日記を｢日記ろまん」

にて平成22年から12

回連載し､反響を呼んだ6

1

一

「
日
記
ろ
ま
ん
」

創
刊
以
来
十
七
年
間

編
集
を
担
当
し
た

「
陽
記
妃
」
こ
と
清
一

水
幸
子
、
上
條
祐
美
、

柳
川
智
恵
さ
ん
へ
ね

ぎ
ら
い
の
花
束
が
渡

さ
れ
ま
し
た
。
新
編

集
担
当
は
東
京
創
作
出
版
・
永
島
静
香
（
会
員
）

が
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

間
や
仕
事
で
の
時
間
が
至
福
の
よ
う
に
感
じ

ま
す
。
こ
の
当
事
者
し
か
わ
か
ら
な
い
介
護

の
こ
と
を
、
何
ら
か
の
形
で
皆
さ
ん
に
伝
え

た
い
と
思
い
、
介
護
日
記
を
続
け
ま
し
た
。

病
人
に
は
寄
り
添
っ
て
生
き
て
い
き
た
い
。

感
性
が
豊
か
で
あ
れ
ば
上
手
に
寄
り
添
う
こ

と
が
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

「
日
記
ろ
ま
ん
」
陽
記
妃
に
感
謝

鈴木さんの介護日記。連載をまとめた
冊子も展示 ’

1

展示資料

歴史を語る品々今年も充実、歴5

紬欝学鬘豊

一
一

謹
侭
p

§ ー-F再磨露罹幽．｡~~~~ ‘． ‘.､~貢＝こ＝w面面幸一＝

近
衛
兵
時
代
の
塚
本
さ
ん

（
文
責
・
撮
影
永
島
静
香
）

サ 熈

公開トークの塚本昌芳さん、昨年

封ﾛの画;j榮雄さんと松本喜美子

さんの資料も展示されました。
スタッフの皆さん

ありがとうございました M剛脳恥lⅧMｲ1位咄 州

曙一…一一J‐ ‐ ワウー垂
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｜
昭
和
二
十
年
の

一
平
野
仁
蔵
日
記

■
亘
醗
剛
剛
卿
洋
一

二
前
号
に
続
き
平
野
日
記
の
戦
争
終
結
か
ら

歳
末
迄
を
紹
介
し
た
い
。
こ
の
時
”
湖
氏
に
と
っ

て
の
最
大
の
事
件
は
終
戦
、
そ
し
て
再
就
職

で
あ
る
っ
。

事
柄
別
に
一
～
四
と
章
を
立
て
て
拾
っ
て
い

き
た
い
。
※
部
が
私
の
所
感
。
日
記
全
文
は
ホ
ー

ム
ペ
上
ソ
弄
鉾
唾
の
日
記
か
皇
署
公
召
の
「
わ

い
わ
い
日
記
塾
」
を
奉
鱈
ぎ
れ
た
い
。

１
戦
後
の
所
感

私
的
不
安
と
公
債
と
が
な
い
交
ぜ
に
記
さ

れ
る
。
や
が
て
公
憤
は
収
ま
り
私
的
不
安
と

安
堵
感
と
希
望
が
交
錯
し
出
す
。

④
八
月
十
六
日
昨
晩
は
警
報
の
心
配

も
な
く
の
う
の
う
と
眠
り
得
る
筈
だ
っ
た

が
、
胸
中
悶
々
と
し
て
安
ら
け
き
夢
を
結
び

得
な
か
っ
た
。
（
略
）
此
の
仇
、
必
ず
や
果

さ
ず
し
て
置
く
べ
き
も
の
ぞ
。
吾
が
神
国
の

神
に
し
て
真
に
垂
蟄
守
を
護
り
給
ふ
事
有
ら
ば

I
〈 呵

’

２
．
祐
催
、
散
歩

就
職
の
日
ま
で
の
二
ヶ
月
間
独
身
の
気

ま
ま
な
祐
握
・
散
歩
が
あ
る
。
実
に
十
二
回
、

さ
ほ
ど
の
用
件
の
記
載
も
な
く
巷
を
歩
く
。

先
の
所
感
の
生
れ
る
所
以
か
。

⑲
九
月
三
日
焼
跡
の
露
天
商
に
群
る
雑

踏
な
ど
眺
め
四
谷
見
付
迄
歩
き
、
公
園
の
荒

れ
果
て
た
雑
草
を
踏
ん
で
漸
く
ベ
ン
チ
を
見

出
し
て
一
休
み
、
六
時
帰
宅
す
。

Ｇ
九
月
八
日
（
略
）
市
ヶ
谷
に
下
車
、

靖
国
神
社
に
参
拝
。
（
略
）
焼
け
残
り
の
神

田
街
を
圭
雀
色
、
更
に
電
車
に
て
本
所
、
錦
糸

町
迄
行
く
。
錦
糸
公
園
に
て
蓋
食
。
厩
橋
の

何
時
の
世
に
か
は
必
ず
必
ず
。

ｅ
八
月
二
十
日
五
塁
寺
は
幸
福
な
り
。

④
九
月
一
日
今
日
か
ら
は
已
に
職
な
き

天
涯
の
ル
ン
ペ
ン
と
化
し
た
訳
だ
。
だ
が
失

望
す
る
易
か
れ
。

⑲
九
月
三
十
日
（
略
）
我
等
が
今
後
の

生
活
の
果
し
て
如
何
に
な
り
行
く
か
を
思
へ

ば
些
か
胸
中
不
安
な
き
に
し
も
非
ず
。
さ
れ

ど
現
実
は
兎
角
戦
后
の
安
慰
感
の
み
。

④
十
月
三
十
一
日
（
略
）
我
等
が
胸
中

は
正
直
の
所
未
だ
一
種
の
星
雲
状
態
を
脱

し
て
ゐ
な
い
と
云
へ
や
う
。
風
の
ま
に
ま
に

流
れ
る
、
水
の
ま
に
ま
に
漂
ふ
如
き
心
的
状

態
で
あ
り
（
略
）
。

＊
氏
の
独
身
で
あ
る
事
「
食
」
の
不
安

が
少
な
い
事
（
宇
都
宮
在
の
実
家
が
農
家
で

あ
る
）
、
親
戚
と
お
ぽ
し
き
塞
泉
の
二
軒
の

家
の
存
在
。
こ
れ
ら
が
あ
っ
て
、
「
天
涯
の

ル
ン
ペ
ン
」
の
言
葉
に
も
若
干
の
ユ
ー
モ
ア

が
感
ぜ
ら
れ
る
が
ど
う
だ
ろ
う
か
。

斉
藤
様
の
焼
跡
迄
行
き
、
歩
を
進
め
て
隅
田

公
園
に
歩
を
運
ぶ
。
戦
災
者
の
墓
迩
に
来
り

て
唯
暗
然
た
る
の
み
。
浅
草
迄
を
一
巡
、
夕

刻
帰
宅
す
。

⑲
九
月
十
九
日
上
野
、
浅
草
辺
、
隅
田

公
園
な
ど
散
歩
し
て
夕
刻
帰
宅
す
。

Ｇ
九
月
二
十
九
日
家
に
居
る
と
倦
き
倦

き
せ
る
唾
中
食
分
迄
の
飯
を
腹
に
満
た
し

て
、
市
内
ぶ
ら
つ
き
に
出
掛
く
。
上
野
、
浅

草
隅
田
公
園
と
廻
り
歩
き
疲
れ
た
り
。
闇

売
り
の
小
商
人
と
米
国
兵
の
氾
濫
（
略
）
。

ｅ
十
月
一
日
神
田
、
銀
座
、
日
比
谷
と

廻
っ
て
街
の
雑
沓
を
眺
め
、
疲
れ
て
帰
宅
。

⑲
十
月
七
日
進
駐
軍
の
氾
濫
す
る
市
内

を
一
巡
し
、
疲
れ
果
て
三
時
帰
宅
。

⑲
十
月
二
十
五
日
（
略
）
近
々
一
定
の

職
に
就
か
ね
ば
な
ら
ぬ
故
今
の
内
に
十
分
街

の
方
々
を
見
て
歩
い
て
置
か
う
。
上
野
駅
、

浅
草
迄
歩
い
て
行
っ
た
。
（
略
）
食
物
の
闇

屋
が
多
い
。
人
だ
か
り
と
見
れ
ば
即
ち
、
芋
、

林
檎
、
栗
、
マ
ン
ヂ
ウ
、
大
豆
飴
等
々
、
値

段
は
何
で
も
一
寸
口
に
入
れ
る
位
で
五
円
で 日記原文（昭和20年8月15日･16日）

３
．
帰
郷

こ
の
間
三
回
の
帰
郷
を
み
る
。
帰
省
は
精

神
的
慰
労
と
食
糧
補
給
そ
し
て
就
職
却
堅
ロ
で

あ
っ
た
ろ
う
か
。

④
九
月
十
日
・
九
月
十
一
日
未
明
起
床
。

浅
草
東
武
八
時
発
に
て
（
略
）
八
時
少
し
過

ぎ
、
懐
か
し
き
実
家
に
着
い
た
。
（
略
）
疲

れ
も
帰
省
当
日
は
忘
れ
る
の
が
常
で
、
十
時

あ
る
。
芋
四
片
が
五
円
、
飴
一
個
参
円
、
林

檎
四
個
十
円
は
未
だ
安
い
。
浅
草
観
意
煙
別

の
中
店
は
全
く
身
動
き
も
出
来
ぬ
雑
沓
で
あ

る
。
絶
え
ず
人
の
群
れ
の
中
を
歩
い
て
居
る

と
兎
角
斯
ふ
い
ふ
場
所
は
厭
は
し
く
感
じ
ら

れ
て
、
直
ぐ
に
隅
田
公
園
に
人
を
避
け
静
か

に
一
ふ
く
吹
か
し
て
帰
路
に
就
く
。
帰
り
は

言
間
橋
か
ら
鶯
谷
駅
迄
焼
跡
の
粛
々
た
る
通

り
を
歩
い
て
来
た
。
此
の
辺
は
三
月
十
日
の

あ
の
最
も
凄
惨
な
被
害
を
現
出
し
た
時
の
焼

跡
で
、
バ
ラ
ッ
ク
と
て
殆
ど
な
く
、
全
く
惨

惜
眼
を
蔽
は
し
む
る
も
の
が
あ
る
。

④
十
月
二
十
九
日
品
川
方
面
…
泉
岳
寺

を
経
て
高
輪
…
更
に
往
年
二
ヶ
月
許
り
過
し

た
念
也
清
正
公
前
の
山
口
米
店
の
所
へ
来

り
て
此
の
辺
の
幸
に
災
禍
を
免
れ
し
を
喜

ぶ
。⑲

十
一
月
一
日
（
略
）
気
晴
し
の
為
街

の
中
へ
流
れ
て
見
た
。
人
の
混
み
会
ふ
所
は

も
う
こ
り
ご
り
と
云
ふ
や
う
に
感
じ
る
が
然

し
結
局
人
の
居
な
い
所
に
行
っ
て
も
仕
様

の
な
い
も
の
で
、
矢
張
り
行
く
先
は
何
れ
も

雑
沓
身
の
置
場
も
な
き
が
如
き
所
で
あ
る
。

＊
複
雑
な
思
い
を
抱
き
な
が
ら
、
好
奇
心

旺
盛
に
巷
を
歩
く
氏
の
姿
が
坊
佛
と
す
る
。
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頃
迄
雑
談
に
過
す
（
略
）
。
４
再
就
職

ｅ
十
月
十
二
日
～
十
八
日
父
と
母
と
自
そ
の
い
き
さ
つ
を
追
っ
て
み
よ
う
。
先

分
と
三
人
揃
ひ
て
山
へ
栗
取
り
。
七
十
を
越
ず
、
「
英
書
」
の
記
述
だ
。
多
分
英
会
話
の

し
た
老
親
も
自
分
と
一
緒
に
山
を
歩
き
薮
に
本
の
こ
と
だ
ろ
う
か
九
月
か
ら
十
月
に
か
け

入
り
、
栗
を
取
る
元
気
さ
に
些
か
子
供
心
に
て
量
菫
巨
は
日
記
に
七
回
登
場
９
る
。
こ

帰
っ
て
嬉
し
く
な
っ
た
。
夕
刻
迄
に
四
升
余
の
時
期
の
新
聞
（
こ
こ
で
は
雲
諏
売
報
知
」
）

り
の
栗
を
取
り
（
略
）
。
父
と
母
と
は
二
人
の
求
人
広
告
で
は
龍
呈
な
英
会
話
が
出
来
る

係
り
取
木
体
八
升
位
。
か
く
し
て
栗
飯
の
食
事
と
の
茜
蕾
三
は
多
い
。
で
も
こ
の
道
は
氏
に

事
が
出
来
る
。
と
っ
て
簡
単
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
機
械

⑲
十
一
月
エ
ハ
日
～
十
一
月
十
八
日
四
廻
り
の
仕
事
が
就
職
の
道
と
判
断
し
て
い
た

時
三
十
分
（
略
）
。
巳
に
父
も
母
も
起
き
て
フ
シ
も
見
え
隠
れ
す
る
。

朝
餉
の
用
意
を
な
し
居
た
り
。
リ
ュ
ッ
ク
一
④
十
月
四
日
五
反
田
の
戸
口
製
作
所

杯
の
大
荷
物
を
負
ひ
一
番
の
バ
ス
に
乗
車
。
の
工
員
募
集
に
行
っ
て
見
る
積
り
。

汽
車
は
混
雑
の
上
に
、
貨
車
、
然
も
鉦
雲
雷
｝
十
月
二
十
六
日
進
駐
軍
の
労
務
に
出
て

に
乗
り
し
故
、
挨
と
人
波
に
ム
シ
ャ
ク
シ
ャ
見
や
う
か
（
略
）
。

と
な
る
。
三
時
頃
帰
宅
。
ｅ
十
月
三
十
日
陸
王
内
燃
機
工
場
に

平
野
家
６
人
兄
弟
。
昭
和
垢
年
９
月
旧
盆
墓
参
＊
行
く
前
に
な
ん
だ
か
ん
だ
で
や
め

に
帰
省
し
て
。
仁
蔵
さ
ん
後
列
左
よ
り
２
人
目

て
し
ま
っ
た
り
、
年
齢
の
関
係
な
ら

ん
と
得
心
？
し
た
り
で
、
一
ヶ
月
が
た
っ
て

し
ま
う
。

④
十
一
月
六
日
五
時
起
床
朝
食
も
忙

し
く
石
川
島
深
川
工
場
に
赴
く
、
八
時
半
頃

入
門
。
身
体
検
査
、
試
問
箸
と
終
り
て
入
社

採
用
と
の
決
を
受
け
、
午
后
二
時
工
場
と
出

づ
。
星
全
不
者
」
の
忌
む
べ
き
名
称
も
一
応

は
拭
い
去
ら
れ
し
形
。
（
略
）
。

＊
十
一
月
六
日
の
異
証
売
新
聞
」
に
左
の

広
告
が
あ
る
。
募
集
二
千
名
、
四
十
歳
ま
で
、

職
種
・
待
遇
等
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

戦
後
年
末
ま
で
の
同
紙
を
一
覧
し
て
も
こ

ん
な
に
多
人
数
採
用
の
広
告
は
希
で
あ
る
。

前
日
に
は
当
時
の
職
安
か
ら
企
業
向
け
告
知

と
し
て
「
多
少
に
拘
星
す
復
員
軍
人
葎
記
す

採
用
し
て
く
だ
さ
い
」
の
掲
載
も
あ
る
。

工
場
労
働
者
と
し
て
職
種
は
様
々
。
当
日

多
分
夜
勤
を
含
む
こ
と
は
告
げ
ら
れ
た
で
あ

ろ
う
。
氏
の
人
生
を
先
走
っ
て
述
べ
れ
ば
、

こ
の
就
職
で
得
た
、
「
造
船
艤
装
」
が
定
年

ま
で
の
職
場
と
な
る
。
日
記
の
記
述
か
ら
見

て
通
勤
時
間
は
片
道
約
一
時
間
半
○
週
替
り

の
夜
勤
（
午
後
入
門
深
夜
十
二
時
迄
か
）
も

あ
る
。

⑲
十
一
月
八
日
初
の
出
勤
。
仕
上
艤
装

の
現
場
へ
着
く
（
略
）
。
午
前
中
は
職
場
の

配
置
其
他
に
て
過
ぎ
、
午
后
よ
り
仕
事
に
就

く
。
長
安
丸
に
入
り
機
関
部
の
修
理
帰
宅
は

六
時
頃
。

⑲
十
一
月
九
日
五
時
起
床
。
朝
食
し
て

遅
刻
せ
ぬ
や
う
石
川
島
迄
馳
せ
つ
け
る
の
は

仲
々
容
易
で
は
な
い
。

④
十
一
月
二
十
一
日
夜
勤
の
朝
帰
り
は

仲
々
い
い
も
の
で
あ
る
。
人
が
皆
働
ら
き
出

る
忙
し
い
朝
の
空
気
の
中
に
悠
々
と
帰
っ
て

来
て
ゆ
っ
く
り
落
付
く
！
こ
れ
が
一
週
間

交
互
に
繰
返
さ
れ
る
の
が
現
在
の
生
活
で
あ

る
。

⑲
十
二
月
二
十
三
日
昼
勤
替
り
の
日
曜

出
勤
。
初
奉
弓
（
略
）
休
み
度
き
心
山
々
な

れ
ど
励
ま
し
て
出
で
来
る
。
幸
ひ
天
気
は
恢

復
、
暖
か
く
な
れ
り
。
日
曜
故
仕
事
も
只
形

許
り
少
し
丈
や
り
て
（
略
）
大
部
分
は
休
養

と
云
ふ
有
様
な
り
。

＊
作
業
の
繁
閖
は
艤
装
職
場
の
特
殊
性
で

も
あ
ろ
う
。
仕
事
へ
の
思
い
は
不
満
よ
り
も

な
に
が
し
か
の
満
足
感
が
窺
え
る
。

⑲
十
二
月
十
四
日
本
日
帰
宅
間
際
に
工

場
所
よ
り
賃
金
の
改
正
に
就
き
て
話
あ
り
。

五
塁
可
も
物
価
高
に
即
し
て
支
障
な
く
生
活
を

保
障
さ
る
三
訳
。

⑲
十
二
月
二
十
九
日
給
料
三
百
三
十
五

円
五
十
九
銭
也
と
い
ふ
自
分
に
取
っ
て
は
生

れ
て
始
め
て
の
高
額
給
料
を
懐
ろ
に
し
て
帰

る
。

＊
「
石
川
島
計
顛
亡
に
よ
れ
ば
こ
の
月
全

従
業
員
平
均
三
百
二
十
円
と
あ
る
。

④
十
二
月
三
十
一
日
三
十
九
才
の
年
も

暮
れ
た
り
。
敗
戦
の
師
走
は
唯
、
喧
曝
と
混

乱
を
感
す
る
の
み
。
人
生
不
惑
に
入
る
。
大

い
に
心
眼
を
開
き
活
躍
せ
ざ
る
べ
か
負
す
。
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週
一

晒

肖

四

一

私
は
平
成
十
四
年
三
月
一
日
入
会
以
来
、

平
野
仁
蔵
さ
ん
の
最
晩
年
を
同
じ
会
員
と
し

て
身
近
で
感
じ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は

こ
の
上
な
い
幸
せ
で
あ
る
。
私
は
小
島
冨
七

日
記
、
本
山
里
心
づ
ゑ
日
記
の
読
み
解
き
が
一

段
落
し
た
後
に
、
平
野
仁
蔵
日
記
班
に
入
れ

て
い
た
だ
い
た
。

七
十
余
冊
も
の
膨
大
な
日
記
か
ら
、
班
員

各
々
が
自
分
に
興
味
の
あ
る
年
代
の
日
記
を

ア
ト
ラ
ン
ダ
ム
に
読
ん
で
み
よ
う
と
い
う
こ

と
に
な
っ
た
。
私
は
、
結
婚
し
て
家
庭
を
持
つ

■

llllllllllllll

昭
和
二
十
七
年

四
十
五
歳
（
上
）
・
結
婚
の
年

私
の
読
ん
だ
平
野
仁
蔵
日
記

田
中
順
子

田
中
順
子
さ
んI

仁
蔵
さ
ん
と
妻
の
勝
美
さ
ん

（
田
中
さ
ん
が
描
い
た
イ
メ
ー
ジ
画
）

た
平
野
さ
ん
の
日
記
に
興
味
を
持
ち
、
昭
和

二
十
七
、
三
十
、
三
十
五
、
三
十
八
、
三
十
九
年

に
取
り
組
ん
だ
。
こ
の
時
代
の
日
記
は
、
結

婚
し
て
家
族
に
囲
ま
れ
、
平
凡
だ
が
、
安
定

ろ
ろ

し
た
生
活
が
繧
々
綴
ら
れ
て
い
る
。

宝
弄
入
ブ
回
の
昭
和
二
十
七
年
は
平
野
さ
ん

が
結
婚
を
し
た
年
○
な
お
結
婚
は
十
二
月

十
七
日
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
一
月
一
日
と

十
二
月
三
十
一
日
の
記
述
を
比
較
し
て
、
平

野
さ
ん
の
心
境
Ｑ
拳
鰻
異
沈
み
取
っ
て
ほ
し
い
。

一
月
一
日
に
は

「
四
十
五
年
の
内
最
も
辛

物
足
り
な
い
正
月
」
卵

と
あ
り
、
十
二
月
皿

三
十
一
日
に
は
「
自
亜

分
に
と
っ
て
恐
ら
く
・

あ
る
ま
い
と
思
う
満
・

た
さ
れ
た
お
正
月
亜

病
む
」
と
記
さ
れ
て
率

い
る
。

人
生
の
伴
侶
を
得
亜

て
生
活
者
と
し
て
実
亜

生
活
を
生
き
て
い
く
。

平
野
さ
ん
の
変
容
を
・

見
守
り
た
い
。
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０
８
８
０
０
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－
》
出
報
謝
》
ｗ
〉
一

一
●
昭
和
二
十
七
年
一
月
一
日
（
火
）

一
《
コ
ー
ン
ゴ
ー
ン
と
除
夜
の
鐘
の
音
を
聞
い
て
暫
く
経
っ
て
か
ら
眠
り
に
就
い
た
。
四
時
に
一

一
目
を
覚
ま
し
明
る
く
な
る
ま
で
眠
ら
れ
ず
に
い
た
が
、
再
び
寝
入
っ
て
八
時
頃
ま
で
ぐ
っ
す
一

一
り
と
寝
過
ご
し
て
し
ま
っ
た
。

一
こ
う
し
て
一
九
五
二
年
は
明
け
放
た
れ
た
。
（
略
）

一
父
母
の
霊
前
に
お
粗
末
な
が
ら
雑
煮
と
菓
子
を
供
へ
、
自
分
も
元
旦
の
祝
儀
の
雑
煮
を
口
一

一
に
し
た
。
か
か
る
時
、
直
ぐ
に
思
ひ
出
さ
れ
る
の
は
矢
張
り
両
親
で
あ
る
。
今
は
平
和
は
よ
一

一
み
が
え
り
、
物
足
り
、
自
ら
若
干
の
余
裕
を
来
し
、
客
観
的
に
は
最
上
の
正
月
と
言
ひ
得
る
一

一
の
で
あ
る
が
、
然
し
自
分
に
と
っ
て
は
四
十
五
年
の
内
、
最
も
物
足
り
ぬ
心
淋
し
い
正
月
で
一

一
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

一
●
十
二
月
三
十
一
日
（
水
）

一
朝
は
早
く
床
を
出
す
。
中
野
に
行
き
て
坂
井
の
叔
父
に
送
金
、
陶
器
店
に
て
正
月
用
の
四
一

一
シ
重
ね
を
求
む
。
命
じ
買
物
も
、
支
払
い
も
万
端
終
り
、
明
日
は
、
正
月
を
迎
へ
る
訳
だ
。
一

一
整
っ
た
部
屋
に
二
人
し
て
瓦
斯
ス
ト
ー
ブ
を
炊
き
狭
い
乍
ら
己
が
落
着
の
場
を
見
返
し
て
、
一

一
先
づ
第
一
に
脳
裡
に
浮
ぶ
の
は
亡
き
両
親
で
あ
っ
た
。
四
十
年
間
片
時
も
忘
る
芦
事
な
く
一

一
我
に
心
を
か
け
て
呉
れ
た
其
親
は
、
自
分
が
か
く
社
会
人
と
し
て
一
人
前
に
、
態
様
を
整
え
一

一
る
迄
遂
に
生
き
永
ら
へ
て
呉
れ
な
か
っ
た
。
（
略
）
此
の
年
を
終
り
、
自
分
に
と
っ
て
二
度
一

一
と
は
恐
ら
く
あ
る
ま
い
と
思
ふ
満
た
さ
れ
た
正
月
を
明
日
に
控
へ
て
、
只
一
つ
心
に
残
る
の
一

一
は
、
返
す
シ
シ
も
両
親
の
亡
き
事
で
あ
る
。
除
夜
の
鐘
を
床
の
中
で
き
き
つ
葺
眠
る
。
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辱專息怒目一十三厨二十
Ｂ
ト
ー
・

卜
・
一
五

珂
白

痔
受ー

風

|皮凹
●●

甲 腿

一一一

烹 ｜
諏
竹
了
く
た
診
仏
が
汗
吃
打
割
搦
苛
我
英
瞳
遮
曇
淘
罫
鰐
管
凄
Ｎ
鯛
叫
唐

心
炉
箒
Ｔ
噴
塁
箸
－
‐
暫
蛾
令
雲
、
穆
彰
穆
脹
を
庚
為
舟
信
凡

亜
Ｌ
遜
巽
望
令
龍
‐
叙
に
樋
亨
脹
七
皇
留
囑
あ
っ
窪

グ

ー
喋
皐
尋
伽
咳
澁
磐
曾
・
本
室
．
我
悶
易
班
笈
倉
酷
家
涜
陽

転
噂
《
渉
版
農
地
Ｉ
剋
斥
却
脹
遡
源
怠
砿
え
き
迄
甦
厚
鳥
永
久
元

一
妥
さ
，
伽
亀
矢
猴
令
鎖
惟
鮮
幣
毫
ず
つ
の
満
柔
毛
諒
瀞
革
巾
孔

一
”
倉
鍋
も
お
小
雪
封
の
勃
島
珍
糾
９
ケ
Ｐ
と
う
皇
ふ
し
広
玖
・
』
と
た
め
，
寸
一

Ｐ

－
Ｌ
必
掲
驚
勾
ァ
小
躍
。
需
冊
、
帆
：
穂
へ
ｚ
・
ロ
二
つ
や
曇
御
：
任
望
イ
ノ

一
Ｋ
習
癖
零
育
３
‐
貰
迩
庶
艇
斗
鍵
皇
序
串
茸
ぞ
、
《
‐
似
究
§
・

喋
皐
尋
伽
咳
澁
磐
曾
・
本
室
．
我
悶
易
班
笈
倉
酷
家
涜
弊

押
噂
《
渉
版
農
地
Ｉ
剋
斥
却
脹
遡
源
怠
砿
え
き
迄
甦
厚
鳥
永
久
元

奮
奮
が
誕
咽
建
値
群
噌
閣
罵
盤
窃
諏
幸
年
＆
漬
で
狗
挺
今
幹
妙

蝉
喬
砥
八
詫
廿
脚
参
曇
古
賀
ｆ
ｇ
ｊ
５
ム
珂
違
”
、
乳
・

胆
ｙ
領
伝
が
朱
譜
表
享
論
堂
叶
で
性
癖
遵
噸
聾
呼
種
式
贈
り
翻
狂

侭
詫
斑
謬
祁
り
典
亨
曹
か
や
界
恥
血
鰹

嘱
免
鋤
ｖ
、
真
物
堂
舞
淺
’
孵
明
司
感
．
嘗
似
と
薯
憩
侭
謁
跨
う
屋

|号
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平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
五
日
（
土
）

万
葉
集
の
会
で
出
会
っ
た
金
沢
の
俵
世
婦

著
の
エ
ッ
セ
イ
集
『
満
天
星
咲
き
て
』
『
満
天

星
ふ
た
た
び
』
が
シ
ナ
ジ
ー
出
版
社
よ
り
届

く
。
「
自
費
出
版
は
、
人
前
で
裸
の
自
分
を
さ

ら
け
だ
す
勇
気
と
覚
悟
が
必
要
」
と
、
ア
ド

バ
イ
ス
を
く
れ
た
人
。
一
宇
日
記
咲

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日
（
金
）

今
週
か
ら
源
氏
物
語
の
講
座
は
「
関
屋
」

の
巻
に
入
っ
た
。
空
蝉
の
登
場
で
、
全
巻

七
九
五
首
の
歌
を
復
習
。
独
詠
歌
・
贈
答
歌
・

唱
和
歌
に
分
別
。
今
年
は
古
事
記
の
編
募
か

ら
千
三
百
年
余
。
八
年
後
の
日
本
書
記
の
完

成
年
。
講
師
は
テ
ー
マ
外
の
こ
と
も
触
れ
て

平
成
二
十
四
年
一
月
一
日
（
日
）

い
か
に
寝
て
お
く
る
あ
’
た
に
い
う
こ
ど
ぞ

昨
日
を
去
年
と
今
日
を
今
年
と

小
大
君
後
拾
遺
集
春
上
・
一

例
年
書
い
て
い
た
賀
状
の
大
伴
家
持
の
歌

を
今
年
は
小
大
君
（
こ
だ
い
の
き
み
）
の
歌

を
書
く
。
昨
秋
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
講
座
の
「
神
作

光
一
平
成
新
撰
百
人
一
首
」
の
四
十
八
番
目

の
歌
だ
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
の
い
い
一

首
で
す
と
神
作
先
生
は
解
説
さ
れ
た
。

一
字
日
記
君

平
成
二
十
四
年
五
月
十
八
日
（
金
）

夫
が
か
か
り
つ
け
の
Ｓ
病
院
へ
糖
尿
病
の

食
事
療
法
で
一
週
間
入
院
し
た
後
、
主
治
医

の
紹
介
で
循
環
器
科
の
あ
る
千
葉
Ｍ
セ
ン

タ
ー
へ
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
の
予
約
に
行
っ
た
。

担
当
の
女
医
さ
ん
に
即
入
院
を
勧
め
ら
れ

た
。
入
院
準
備
品
は
レ
ン
タ
ル
に
し
、
日
用

品
は
売
店
で
済
ま
せ
た
。
検
査
入
院
は
一
週

間
の
予
定
。
一
字
日
記
循

平
成
二
十
四
年
四
月
三
日
（
’
杢

一
昨
年
百
人
一
首
十
四
番
の
河
原
左
大
臣

の
歌
の
こ
と
を
『
嘉
麻
の
風
一
に
投
稿
し
た
。

偶
然
だ
が
塩
釜
の
鈴
木
さ
ん
も
同
一
人
物
の

源
融
が
塩
釜
と
多
賀
城
に
在
任
中
の
逸
話
を

同
じ
号
に
投
稿
さ
れ
た
こ
と
か
ら
交
友
が
始

ま
り
、
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
の
慰
問
を
兼

ね
、
嘉
麻
万
葉
を
学
ぶ
会
で
、
四
月
二
十
二

日
か
ら
三
日
間
、
多
賀
城
万
葉
講
座
ツ
ア
ー

を
企
画
し
て
く
れ
た
。
お
土
産
に
、
万
葉
歌

の
栞
を
三
百
枚
作
っ
た
。
心
は
も
う
陸
奥
へ

の
旅
へ
と
飛
ん
で
い
る
。

一
字
日
記
融

平
成
二
十
四
年
六
月
三
日
（
日
）

十
七
年
前
、
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
が
起
き
、

く
れ
、
古
典
の
一
貫
性
が
よ
く
わ
か
り
、
益
々

興
味
湧
く
。

一
宇
日
記
蝉

平
成
二
十
四
年
八
月
十
一
日
（
土
）

匝
瑳
市
出
身
の
俳
優
地
丼
武
夫
さ
ん
が
六

月
二
十
九
日
に
亡
く
な
り
、
「
ち
い
散
歩
」
で

活
躍
し
た
テ
レ
ビ
局
が
思
い
出
を
あ
り
が
と

う
！
と
い
う
追
悼
番
組
を
放
送
し
て
い
た
。

在
職
時
、
生
徒
で
、
地
井
さ
ん
の
お
姉
さ

ん
の
世
話
で
日
活
撮
影
所
に
「
太
陽
に
ほ
え

ろ
」
の
ロ
ケ
現
塲
を
見
学
し
た
思
い
出
が
あ
る
。

一
字
日
記
式

平
成
二
十
四
年
七
月
三
日
（
火
）

全
国
組
織
の
和
装
教
育
推
進
の
団
体
に
所

属
し
て
四
年
目
。
今
年
の
四
月
か
ら
中
学
校

の
技
術
家
庭
科
の
教
科
書
に
和
装
教
育
技
術

部
門
の
指
導
が
追
加
さ
れ
、
私
た
ち
も
忙
し

く
な
っ
た
。

今
日
か
ら
三
日
間
の
予
定
で
、
Ｓ
中
学
校

三
年
生
六
ク
ラ
ス
の
生
徒
に
ゆ
か
た
の
着
方

と
き
も
の
の
知
識
・
マ
ナ
ー
の
授
業
開
始
。

ス
タ
ッ
フ
四
人
。
午
前
午
後
の
九
十
分
授

業
。
ミ
ル
ク
だ
け
の
給
食
し
か
知
ら
な
い
私

は
、
生
ま
れ
て
初
め
て
学
校
給
食
を
味
わ
っ

た
。

一
字
日
記
給

犯
人
の
女
性
が
一
人
今
日
逮
捕
さ
れ
た
。

娘
夫
婦
は
そ
の
事
件
の
一
年
前
の
六
月
、

東
京
の
椿
山
荘
で
結
婚
式
を
挙
げ
た
。
事
件

の
起
き
た
日
、
椿
山
荘
か
ら
、
記
念
の
食
事

会
に
招
待
さ
れ
二
人
で
出
か
け
る
予
定
だ
っ

た
が
、
体
調
が
悪
く
行
か
な
か
っ
た
。

も
し
あ
の
日
電
車
に
乗
っ
て
い
た
ら
．
：
：
．
。

今
年
の
五
月
に
、
孫
は
十
七
歳
に
な
っ
た
。

一
字
日
記
逮

一
宇
日
記
鐘

（
解
説
）

後
一
回
の
掲
載
で
す
が
、
最
後
ま
で
気
を

抜
く
こ
と
な
く
頑
張
り
ま
す
の
で
、
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
三
十
一
日
（
月
）

正
月
来
客
用
の
水
炊
き
鍋
の
食
材
の
買
物

と
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
も
寄
り
通
帳
記
帳
を
済
ま
す
。

恒
例
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
を
見
て
、
除
夜
の
鐘
の

百
八
つ
の
音
に
煩
悩
を
沈
め
、
辰
年
に
感
謝

し
希
望
を
持
っ
て
、
新
し
い
巳
年
を
迎
え
た
い
。

平
成
二
十
四
年
十
月
十
九
日
（
金
）

祝
・
金
婚
の
金
文
字
と
贈
り
主
の
娘
一
家

の
名
前
入
り
の
立
派
な
掛
け
時
計
が
届
い
た
。

手
間
と
時
間
を
か
け
て
。
時
計
の
色
・
形
・

時
を
知
ら
せ
る
十
二
曲
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
も
二

人
の
希
望
を
叶
え
て
く
れ
た
。
至
福
の
日
。

一
宇
日
記
金

雫
成
二
十
四
年
九
月
十
九
日
（
水
）

Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
「
極
上
の
美
の
饗
宴
」

を
観
た
。
江
戸
時
代
末
期
の
日
本
画
家
鈴
木

基
一
の
「
朝
顔
絵
屏
風
」
二
双
が
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

江
戸
サ
ム
ラ
イ
ブ
ル
ー
と
い
う
見
事
な
青
色

は
、
百
五
十
年
前
に
描
か
れ
た
と
は
思
え
な

い
見
事
さ
。
｜
字
日
記
基

金
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★
六
月
七
日
「
十
八
周
年
の
つ
ど
い
」
で
は

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
日
頃
、
公
民
館
で

お
話
し
す
る
の
と
違
い
ド
キ
ド
キ
し
ま
し

た
。
夫
の
介
護
と
い
う
極
め
て
個
人
的
な
話

な
の
で
、
ど
こ
ま
で
正
直
に
話
す
の
が
よ
い

か
、
ま
た
理
解
し
て
も
ら
え
る
の
だ
ろ
う
か

と
ず
い
ぶ
ん
迷
い
ま
し
た
。
が
、
実
際
に
壇

上
に
立
っ
て
み
る
と
、
考
え
て
も
い
な
か
っ

た
こ
と
ま
で
し
ゃ
べ
っ
た
り
し
て
、
自
分
で

も
驚
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
頂
け
た

と
の
こ
と
、
よ
か
っ
た
で
す
。

（
壬
栗
市
。
鈴
木
美
佐
ラ
エ

★
つ
ど
い
は
大
盛
会
で
す
ば
ら
し
か
っ
た
で

す
。
特
に
九
十
五
歳
の
塚
本
昌
芳
さ
ん
と
、

サ
ポ
ー
ト
す
る
若
者
た
ち
の
掛
け
合
い
は
誠

に
見
事
。
会
の
活
動
の
成
果
の
一
つ
と
実
感

し
ま
し
た
。
塚
本
さ
ん
と
弦
楽
市
長
と
一
緒

の
写
真
あ
り
が
と
一
塾
」
ざ
い
ま
し
た
。
私
は

ア
メ
リ
カ
の
タ
イ
ラ
ー
市
か
ら
の
訪
問
団

受
け
入
れ
で
連
日
忙
し
く
し
て
お
り
ま
す
。

八
千
低
局
校
生
徒
の
対
応
に
市
内
若
者
の
成

長
を
実
感
し
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
若
者
も
老

人
も
住
み
易
い
八
千
代
に
な
っ
て
ほ
し
い
も

の
で
す
ね
。
（
八
千
代
市
・
山
田
桂
三
）

★
準
備
の
行
き
届
い
た
活
気
の
あ
る
つ
ど
い

に
参
加
さ
せ
て
頂
き
楽
し
い
時
を
過
ご
す
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
記
念
の
宣
真
も
あ
り
が

と
壼
乳
」
ざ
い
ま
し
た
。
塚
本
さ
ん
の
し
っ
か

り
さ
れ
た
ご
様
子
に
は
感
心
し
、
た
く
さ
ん

の
パ
ワ
ー
を
戴
き
ま
し
た
。
塚
本
さ
ん
は
吉

ひ
ろ
ば

。

徹
見
義
明
さ
ん
の
ご
本
屋
犀
け
跡
か
ら
Ｑ
プ
モ

ク
ラ
シ
ー
』
も
さ
っ
さ
と
お
読
み
と
の
こ
と

で
、
私
も
購
入
し
ま
し
た
が
な
か
な
か
は
か

ど
り
ま
せ
ん
。
鈴
木
さ
ん
の
お
話
も
感
動
的

で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
経
験
し
な
い
と
わ
か
ら

な
い
介
護
の
ご
苦
労
と
思
い
ま
す
が
、
ご
主

人
様
へ
の
深
い
愛
情
が
感
じ
ら
れ
最
後
は
自

分
自
身
を
大
切
に
生
き
て
い
き
た
い
と
お
っ

し
ゃ
ら
れ
た
の
で
本
物
だ
と
思
い
ま
し
た
。

私
も
現
在
八
十
七
歳
。
こ
れ
以
上
一
人
で
店

を
続
け
て
急
に
何
か
あ
っ
た
ら
娘
に
も
迷
惑

を
か
け
る
と
思
い
、
八
月
末
を
以
て
店
を
閉

め
る
決
心
を
し
ま
し
た
の
で
大
変
で
す
。
生

活
が
変
わ
っ
た
ら
健
康
管
理
に
気
を
つ
け
れ

ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
来
年
も
又
お
会
い

し
た
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
前
橋
市
・
伊
藤
伸
王

★
「
日
記
ろ
ま
ん
」
五
十
九
号
、
相
変
わ
ら

ず
内
容
が
い
っ
ぱ
い
で
勢
い
の
あ
る
紙
面
で

す
ね
。
一
工
辿
ハ
年
度
活
動
予
定
も
充
実
し
て

い
ま
す
。
よ
ほ
ど
う
ま
く
運
営
さ
れ
て
お
ら

れ
る
の
か
、
感
心
し
ま
す
。
一
度
例
会
や
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
た
い
も
の
で

す
。
重
旱
中
市
・
阿
部
健
）

★
「
日
記
ろ
ま
ん
」
五
十
九
号
の
「
昭
和

二
十
年
平
野
仁
蔵
日
記
を
読
む
」
は
同
時

代
に
一
塁
春
ま
っ
た
だ
中
に
い
た
私
と
重
ね
合

わ
せ
て
追
懐
し
て
い
ま
す
。
特
に
八
月
十
五

日
へ
の
筆
者
・
村
松
洋
一
氏
の
記
述
「
八
月

十
五
日
の
平
野
氏
の
記
述
『
屈
辱
・
報
復
』

は
私
的
感
懐
か
、
公
的
表
現
か
。
両
者
の
混

在
か
」
は
昭
和
史
に
と
り
大
事
な
視
点
で
す
。

こ
の
思
想
に
私
も
同
感
。
深
く
感
じ
入
っ
て

い
ま
す
。
（
京
都
市
・
大
野
英
美
王

=一､､の①/～一一、gCシーーー竺営EgeZ～=二一agF=ge--=ge－－-Ree今一一s

圖囿嗣今了穫聖箪z2EL堕奮熱農 ＊瀞-フ

かと

一
★
新
入
会
員
編
醒
企
同
・
熱
臘
）
村
総
濱
呈
大
船
窪
廻
、
／
華
碩
水
臺
大
佐
倉
缶
似
／
一

一
鈴
木
せ
つ
子
西
尾
市
／
山
囚
靖
久
宝
忌
都
／
米
山
廸
夫
王
塞
巾
／
後
藤
康
行
東
一

一

『
刷
毛
に
毛
が
あ
り
は
げ
に
毛
が
な
し
』
な
ど
と
戯
れ
る
。
濁
点
の
あ
る
な
し
で
意
味

が
変
わ
る
日
本
語
の
遊
び
だ
」
。
こ
れ
は
朝
日
新
聞
二
○
二
年
十
月
四
日
付
の
天
声
人
語

で
あ
る
。
私
に
と
っ
て
天
声
人
語
は
季
節
や
時
事
を
学
び
ひ
と
と
き
の
憩
と
し
て
愛
読
し
て

い
た
が
、
感
動
し
た
記
事
を
覚
え
て
い
ら
れ
な
く
な
り
三
年
前
か
ら
筆
字
で
書
き
写
し
を

し
て
い
た
。
今
回
読
み
返
し
て
記
事
の
内
容
が
如
実
に
字
体
に
表
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
。

「
ほ
っ
こ
り
、
穏
や
か
」
な
記
事
に
は
丁
寧
な
字
で
、
「
悲
惨
」
な
も
の
は
段
々
小
さ
く
、
「
怒

り
」
の
記
事
に
は
乱
暴
な
字
で
書
い
て
い
る
。
自
分
を
単
純
と
笑
う
他
な
い
。

そ
の
中
に
忘
れ
ら
れ
な
い
記
事
が
あ
る
。
二
○
一
三
年
八
月
十
六
日
付
「
全
国
戦
没
者
追

悼
式
に
戦
没
兵
の
父
母
は
な
く
妻
も
十
六
人
に
な
っ
た
。
記
憶
す
る
人
も
死
に
絶
え
た
時
、

死
者
は
真
に
死
ぬ
と
い
う
」
。
そ
ん
な
戦
没
者
の
方
や
そ
の
時
代
を
生
き
抜
い
た
方
々
の
手

紙
や
日
記
を
読
み
解
き
、
そ
の
思
い
を
皆
で
分
か
ち
合
う
こ
と
の
大
事
さ
を
再
確
認
し
た
。

一
人
で
も
多
く
の
日
記
を
読
み
解
こ
う
と
思
う
。

今
年
も
終
戦
の
日
を
迎
え
る
。
日
記
を
開
い
て
小
さ
く
こ
ぶ
し
を
握
っ
た
…
…
。

（
中
野
祐
子
）

希
望
者
は
片
岡
事
務
局
長
へ
。
砲
０
９
０
．
６
０
３
８
．
６
７
４
３

○
十
二
月
十
日
永
）
定
例
会
。
史
料
班
。
八
千
代
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

十
三
時
よ
り

○
一
月
十
四
日
（
水
）
定
例
会
。
公
開
ト
ー
ク
「
聞
か
せ
て
あ
な
た
の
戦
中
戦
後
」

場
所
・
時
間
同
じ

○
二
月
十
八
日
（
水
）
定
例
会
・
第
七
十
七
回
日
記
塾
「
松
崎
宗
子
日
記
を
読
む
」

松
崎
日
記
班
。
場
所
・
時
間
同
じ

★
会
費
納
入
を
お
願
い
致
し
ま
す

振
込
先
「
女
性
の
日
記
か
ら
学
ぶ
会
」
島
利
栄
子

郵
便
振
替
口
座
番
号
０
０
１
１
０
．
０
．
３
５
１
５
６
０

入
会
金
…
千
円
年
会
費
：
．
二
千
円

一
★
新
入
会
員
砿
栄
同
・
敬
称
略
）
村
松
道
夫
船
橋
市
／
清
水
勇
夫
佐
倉
市
／
一

一
鈴
木
せ
つ
子
西
尾
而
万
山
四
項
久
宝
屍
都
／
米
山
廸
夫
王
塞
屯
／
後
藤
康
行
東
一

一
京
都
／
桑
田
隆
八
千
代
帝
／
大
野
登
久
子
王
ま
り
魚
遜
票
就
一
八
千
代
市
／
浜
岡
一

（
会
員
数
二
百
三
十
人
三

窪
這
佃
‐
，
囑
滞
〃
淵
峠
濟
，
柿
原
価
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
』

…

拠
り
ふ
ぐ
に
毒
あ
り
』

為
個
瀞
妃
よ
り
ス
タ
ッ
フ
だ
よ
り

弓
世
の
中
は
澄
む
と
濁
る
の
違
い
に
て
』
そ
の
あ
と
に
『
福
に

★
今
後
の
予
定

○
十
一
月
十
二
日
（
丞
研
修
会
．
少
し
早
い
忘
年
会
。
場
所
は
市


